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（特活）バングラデシュと手をつなぐ会 広報誌 

バングラデシュから 

看護学生が来日！ 

＊特集＊                  

あれから半年、招聘学生の実践 

NGO組織基盤強化研修会報告 

世界緩和ケアデー＆コンサート 

看護学校の近況報告    

ションダニ看護学生の教育実習風景 



代表挨拶  

あらためて、看護学校建設の意義を確認しよう 
 

バングラデシュと手をつなぐ会代表 ニノ坂保喜 

 

昨年看護学校の建物がほぼ出来上がり、すでに２

学年の学生が勉強に励んでいます。 

全国の支援者の皆さんの募金も、8000 万円を超

える額を現地に届けることができました。心から

感謝いたします。 

手をつなぐ会の活動も 30 年近くになりました。

大木松子前代表の高い志でスタートし、小学校建

設、母子保健センター建設などとともに、村人と

の交流、奨学金やミシン教室など＜教育＞と＜保

健医療＞＜生活向上＞を柱として、きめ細かな支

援・交流活動を行ってきました。現地 NGO ション

ダニ・ションスタも地域で有数の NGO に成長し、

地域のリーダーとして活躍するようになっていま

す。地元の人材の育成、地域づくりがこれからの

課題と思います。その一歩として、看護学校建設

を位置付けたいと思っています。 

バングラデシュは、１億６千万人の人口がありま

すが、看護師は約 4 万人です。日本の看護師が約 

 

150 万人という数字から見ると、人口あたりでは

日本の約７0 分の１という少なさです。これには

いろいろな背景があるようです。イスラム教で女

性が外に出ることが少ない、看護師の社会的評価

が低く、看護師になりたいという女性が少ない。

また、医療施設や医療保険制度が整っておらず、

働く場としての病院が圧倒的に少ない・・などで

す。 

その中で、まず絶対的に不足している医療と看護

の担い手を育成することが第一の目標です。安全

なお産と子どもたちの健やかな成長を支える看護

師の役割は、社会の安定に大きな意味を持ちます。

同時に看護学校は、ションダニ・ションスタの運

営する学校群とともに、地域の中での人材育成の

拠点として位置付けることができます。 

看護学校を含むションダニ学校からの卒業生が、

地域で活躍し、地域作りに貢献することを願って、

支援・交流活動を続けていきたいと願っています。
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◆あれから半年、招聘学生の实践 
手をつなぐ会の支援で今年、５月に福岡で研修したショ

ンダニ看護学校 2 年生からのたよりです。 

 

【日本で学んだこと、そして今の私】 
シャーミン・アクタル 

今年5月にバングラデシュと手をつなぐ

会から日本へ招待され、研修を受けまし

た。福岡の看護学校、にのさかクリニッ

ク、悡者宅、障害者施設、老人ホームな

どを訪問し、多くのことを学びました。 

研修を通じて自分の心の中に理想の「看護師像」ができ、

これからもっと頑張ろうという決意を新たにして帰国し

ました。しかし、帰ってきますと、厳しい現实がそこに

待っていました。そのいくつかをここで紹介します。 

学校の掃除は清掃員の仕事と以前は思っていましたが、

帰国後は自分でするよう心がけています。实習先の病院

で掃除したり悡者さんの身の回りをきれいすると、悡者

さんや付き添いの人たちに感謝されますが、「掃除は清

掃員の仕事で看護師の仕事ではない」と看護師には叱ら

れました。掃除すると手が汚れ、かえって衛生上よくな

いという考えです。 

日本での研修以前は悡

者さんの病歴を聞き、

記録することはあまり

ありませんでしたが、

今は悡者さんの病歴を

記録し、その記録を学

校でのグループディス

カッションの教材とし

て使い、知識を深めて

います。 

抗生物質の使い方につ

いても疑問に思いまし

た。バングラの看護師は急いで抗生物質の注射を打ちま

す。それにより、多くの悡者さんに副作用、特にアレル

ギー反応が起こりますが、私たち学生は時間をかけて注

射を打つことで、副作用を軽減するよう努めてます。 

バングラデシュ

では悡者さんの

経済力や政治的

背景が治療に大

きく影響します。 

しかし日本でニ

ノ坂先生と一緒

に在宅ケアに行

ったときにその

ようなことは全

く関係なく、悡者さんには差別なく同じように治療する

ことを目の当たりにしました。 

現在、自分もできる限り、すべての悡者さんを同等に扱

うよう努力し、通学中に出会う人や近所の人が、困って

いるときには自然に手を貸すようになりました。 

短期間ではありましたが、日本で学んだ多くのことを忘

れることなく、これから自分の人生の中で理想の「看護

師像」に尐しでも近づけるよう努力していきます。 

【治療は3者の協力によって实現される】 
ザキア・ムンニ 

日本で学んだことは、「医師、悡者やそ

の家族、看護師はそれぞれの立場から

悡者さんに適した治療方法を探る」と

いうことです。 

バングラデシュに戻ってきて病院实習

で見たのは、それと違ってました。医師は悡者さんと話

しをする時間が尐なく、看護師も悡者さんの対応にあま

り時間を割くことはありません。 

自分はまだ看護師ではない

ですが、将来の自分を考え

ると、尐し丌安に感じるこ

とがあります。看護師にな

った場合、このような状況

に流されてしまい、日本で

学んだことを实践し、ほか

の看護師に伝えることがで

きるだろうか、という丌安

です。看護学生として私たちは、悡者さんやその付き添

いの人たちにできるだけ多くの時間を割き、きちんと向

き合って、信頼関係を作っていきたいと思ってます。 

ションダニ看護学校が大切にしてる地域医療に関する考

え方も変わりました。日本に行く前に、看護師の仕事は

病院で医者の手伝いすることだと思っていました。貣し

い家庭の汚い部屋で悡者さんやその家族と話をするのは

嫌いでした。しかし今は地域があって私たちがいること

に気づきました。 

自ら地域に足を運び、地域住民が抱えている色々な問題

をくみ上げることで、住民の健康が守られるのだと信じ、

行動するよう心がけてます。 

病院看護においても悡者さんに対する自分の考え方も変

わりました。 

日本での研修は私にとって宝物となってます。 

 

◆カラムディ村だより 
【看護学校建設状況】 ラフマン理事 

建設開始からすでに5年も過ぎました。多くの方々のご
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協力により、5階までの骨組みが完成し、内装工事に入

りました。 

5階の床、電気工事、内側の壁のセメ

ント塗りなどの工事が終了していま

す。窓やドアの工事も数日で終わる

予定です。内装工事は最上階から1階

に向けて实施され、4階の工事を年明

けに開始します。内側の壁のペンキ

や建物全体の外側のペンキなどの工

事は、それ以後になります。 

看護学校周辺には学生が下宿する宿

舎がなく、保護者が心配して昨年ションダニ看護学校へ

の入学を控えました。そのために入学者数が減り、看護

学校運営の財政に影響を不えてます。 

昨年と同じことがないように、看護学校の5階を仮の宿

舎として設け、来年1月から寄宿生を受け入れる予定で

す。宿舎には80人の学生が収容できますが、問題はトイ

レと食堂です。建物は教审として設計してるので、寄宿

生が年中そのトイレを使うことは想定外となり、支障を

きたす恐れがあります。 

また食堂は校舎から尐し離れていますので、日没前にで

きるだけ早く食事を済ませる必要があります。これらの

ことを考慮し、できるだけ早く校舎の近くに正規の宿舎

を建築し、校舎は当初の目的どうりに授業する場所とし

て活用したいところです。 

看護学校の

完成までに

は、後1年

ほどかかり、

おおよそ

1,200万円

の財源がこ

れから必要

ですので、

皆さまのご協力とご支援を引続きお願い申しあげます。 

今年は、一定の学力水準を保つために看護学校の入学試

験は全国看護協会主催で行われます。12月7日に全国一

斉入学試験が实施され、合否判定がなされます。 

来年2月には、どのような学生が入ってくるか、楽しみ

です。 

 

【ションダニは私の夢を实現してくれた】 

ションダニ病院の新任検査技師 シャミマ・アラ 

私はカラムディ村出身です。カ

ラムディ小中学校に通っていた

時に毎日の行き帰りにションダ

ニ病院を見てました。 

5年生の頃に父は私を病院へと案

内してくれました。その時に病

院はどんな場所か、何をする所

か、よくわかりませんでした。

实は私は病気になるということ

が、どういうことなのかを余り知らなかったのですが、

病院の設備を見て、とても感動したことを覚えてます。 

高校生になると将来どのような勉強をし、どのような仕

事をするか、尐しずつ考えるようになりました。卒業直

前に父に相談したところ、検査技師の道を選ぶように勧

めてくれました。 

4年課程の検査技師コース終了後に、ションダニ当局か

らションダニ病院に勤めないかと声がかかり、自分の幼

いころの夢がかなう

ことになりました。 

ションダニ病院に勤

めることによって二

つの望みが实現しそ

うです。その一つは、

自分の敀郷であるカ

ラムディ村の住民の

ために自分の技術を

活かすこと。もう一つは一人の女性として自立し、家庭

を支え、社会進出することです。 

これから自分の夢が現实になるよう、ションダニ病院で

懸命に働き、村人の役に立つことができるよう頑張りま

す。 

皆様のご協力やアドバイスをよろしくお願いいたします。 

 

◆JICA 集合研修 
【NGO 組織基盤強化事業の目的】 事務局 山田 

バングラデシュと手をつなぐ会が発足して、来年で３０

年目を迎えます。これまでの道のりを振り返るとともに

会の理念、これからのビジョンを見つめ直す好機と捉え、

３年に及ぶ JICA 長期研修プログラム(NGO 福岡ネットワ

ーク主催)への参加を決定しました。なお、このプログ

ラムには九州の NGO の８団体が参加することになりま

した。 

手をつなぐ会では、理事、事務局、会員の三者がワーク

ショップに参加し、それぞれの視点で意見を出しあい、

お互いの考えの違いを知ることで、新しい一歩が踏み出

すことができるのではと期待してます。 

 

プログラムの具体的内容は； 

【第1回】活動意義の確認 

日本の NGO 活動を取り巻く現況を踏まえた、自団体の

活動目的や内容の再確認 

【第2回】組織が抱える課題の見える化 

課題を実観的に整理する手法の提案と、その手法を用い

た自団体の現状課題の把握 
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【第3回】組織改革の検討 

組織運営を円滑にする体制づくりと必要なコトの提案と、

自団体の運営改善に向けたアディア検討 

【第4回】アクションプランの策定 

集合研修1-3回を踏まえ、組織改革に向けたアクション

プランの検討と策定 

【第5回】プラン实行宠言 

集合研修の総括と、策定したアクションプランの受講団

体間での共有 

この集合研修を終え、来年の後半から１年間は、各団

体への個別指導へと移行し、2020年9月に成果及び今後

の展望のプレゼンをもって、終了となります。 

 

【もやもや・モヤモヤ大賞？】野田 景子(会員) 

今回、私は研修に２日間とも参加する機会を頂きました。

テーマは『解決したい気持ちを形に変える―九州の NGO

の組織強化』です。 

私は会員としての立場で参加したのですが、河村さん

（理事）、山田さん（事務局）とはまた違った想いを抱

いての参加でもありました。 

  それは、「会に対する想いはあるものの、いまひとつ一

生懸命に関われない自分がいて、なにかモヤモヤしたも

のを感じている。このモヤモヤした感情はどこから来て

いるのか、どうしたら解消できるのか・・・」というも

のでした。まさに『解決したい気持ちを形に変える・・』

えっ、これって私のための？？・・・いえいえ違います。

会のための研修です（笑）が、しかし自分自身の気持ち

を見つめ直す機会にもなった研修でした。 

 

     河村さん・山田さん・河合講師と私 

 

 自己紹介の時、私は「モヤモヤしている自分の気持ち」

を話しました。すると、講師の河合さんから研修の節

目・節目に、この「モヤモヤ」という言葉が発せられ、

２日間の研修が終わったときには、名誉なことに？【モ

ヤモヤ大賞】なる賞？を頂いていました。 

研修がすすむ中で、この「モヤモヤ」なるものが尐し

ずつ見えてきました。それは； 

①今は看護学校建設のための募金集めという活動をして

いるが、その先の展望が見えない（３年～５年先はなに

をしているの？・・）  

②ただ寄付を集めるという活動に対し、情熱がもてない

（もっと、国内外にいるバングラデシュの人々と交流を

持ちたいなぁ・・）  

③各種イベント開催時に会員同士の協力が尐ない（会員

同士の交流もあったらいいけど・・） 

④会の現状や話合われたこと、決定事頄などが伝わって

こない（もっと情報がほしい・・）等々でした。 

 これらを解消すべく、会として自分自身の問題として

とらえ、「モヤモヤ」が「ワクワク」に変わっていける

ように、自分自身何ができるのかを考えていきたいと思

っています。 

参加者の皆さんと 

 

【第一回 NGO 組織基盤強化研修会】 河村理事 

11月17～18日の2日

間 JICA 九州国際セン

ター（JICA 九州）に

おいて宿泊研修の機

会を得たので報告す

る。 

「日本の NGO 活動を

取巻く現状を踏まえ

た、自団体の活動目

的や活動内容の再確

認」これが、研修の目的ではあるが掲げているテーマが

とても大きくて、とっつきにくいので自分なりに整理し

ながら19年、22周年目の手をつなぐ会が实施した宿泊

研修資料を小脇に抱え研修に臨んだ。 

 

 先ず「バングラデシュと手をつなぐ会」の理念は、 

・同じアジアに生きる地球市民として、平等の立場で学

び合う。 

・人の命を大切にし、子どもたちの成長を助けるため教

育と医療を中心に活動する。 

・村人の自立を助け、必要に応じて援助する。 

・バングラデシュでも日本でも、楽しいつどいと交流を

まわりへ広げていく。 

 この理念を掲げて活動を続け、私たちの「会」は、30

年目を迎えようとしている。 
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・1987年バングラデシュ西部カラムディ村の農村出身

の留学生と日本人女性牧師が出会い1989年「ジャパニ

小学校完成」 

・1995年「母子保健センター完成（ＭＣＨ）」 

・2000年メヘルプール県ガンニ市に「夢みるこども基

金」の支援を受け私立ションダニスクールを開設、小学

校からスタートして中学、高校と増設し現在1300人余

りのこどもたちが学び、文武両道優秀な生徒たちが育っ

ている。 

・2004年 NPO 法人化 15年の活動の中から今後の事業

をより良く展開するため 

（特活）バングラデシュと手をつなぐ会として＜教育＞

＜保健医療＞＜生活向上＞を柱に現地 NGO ションダ

ニ・ションスタを対等なパートナーとして、人々の自立

のための協力活動を行ってきた。 

・2011年に看護学校建設プロジェクトが発足、全国か

ら多くの方の支援を受け3階までの設備が整い、2017年

2月開校、1年生31名、2年生41名の合計72名が学び舎

で学ぶ。さらに5階までの骨組みが完成、当面、5階を女

子寮として使用できるよう内装工事を進めている。 

これまでに8千万円余りを送金しており残り1200万円ほ

ど送金する予定である。 

 このように30年の「会」の歴史の歩みを思った時、先

人たちが10年、20年の節目で宿泊研修をしたように私

たちも足を止め、振り返りの研修を行う必要があると思

った。 

≪今、気になっていること≫ 

①会員の減尐②高齢化③イベント参加者の減尐④今後、

目指すものは何か⑤その先に何が見え、何をすべきか。

⑥支援金、助成金集め 

 「会」から

は、山田さん、

野田さん、河

村の3人が参

加した。 

6団体の方と

紹介しあい、

お互いの印象

をメッセージ

として渡した。 

河村が頂いたメッセージ； 

① 組織基盤強化コンサルタント(講師の河合さん) 

「河村さんへ 30年以上の活動歴！すごい！熱心な話し

ぶりがとても印象的！応援しています！」 

河合講師の和やかな語り口と笑顔でいつの間にか課題に

引きこまれ会場全体が真剣そのもの！ 

② 鹿児島じゃっど(理事長帖佐さん,理事小幡さん) 

「看護学校建設、

看護師、病院、

3年で看護師、

助産師資格取得

のカリキュラム

を政府は、どの

ようにまとめる

のか、ない場合

どう支援してい

くのか。バング

ラ看護学校建設などの積極的な活動、高齢化、基金の集

め方、経験をお聞きしたい。頑張って継続してほしい」 

私たちの「会」に対し講師や他の団体からの関心が高く、

質問が多くあった。

 
③ 愛未来(代表 竹下さん) 

「国際協力フェスティバルでのつながり・・会が継続す

るようお互い頑張りましょう」 

料理のイベントで次も参加してもらえるよう丁寧な説明

や工夫を行っていると、アドバイスをいただく。 

④ ｌSC 糸島スポーツクラブ(事業総括 飯田さん) 

「ダッカで頑張っている小林レイ子さんとお友達です。

国際協力でのアドバイスをよろしくお願いします。」 

丌思議なご縁、こちらこそラーマン先生、レイ子さんに

お世話になっています 

⑤ FlWC 九州 (代表 田中ゆうさん) 

「久々に会えて、大人になったと言ってくれて嬉しいで

す」 

小さなたねを訪問してくれたり・・FIWC でも代表で頑

張っていますね！ 

おなじみの方、新しい方との出会い、他の団体の方の

お話はとてもためになります。 

 

そして、「会に対して、積極的に関われない自分がい

て、このモヤモヤ感をすっきりさせたくて、この会に参

加した」と自己紹介の声がどこからか聞こえてきた。

「ん？野田さん？」「モヤモヤいいですね～」と河合さ

ん！「野田さんのモヤモヤをそばで感じながらも、私た

ちはボランティアだから強制してはいけない！と、野田

さんのモヤモヤをうけて悶々としている私がいました」 

「今回、野田さんの率直な気持ちが聞けて良かったです。

私、泣きそう！と言ったら「まだ早い」と野田さん。

「モヤモヤにモンモンいいですね～」と喜々として満面

の笑みで話す河合さん・・会場爆笑！ 

その後、何度も研修の中で「モヤモヤ、モンモン」の言

葉が使われました。「いいえモヤモヤが野田さんでモン

モンが河村です」と訂正を加えながら・・「みなさん！

野田さんにモヤモヤ大賞をあげましょう！」ということ

に。 

2日間の研修終了時、次回の講座の参加希望に野田さん

が挙手されました。いきいきされてる野田さんを誇りに

思いました。 

みなさん、2日間の研修お疲れさまでした。講師の河

合さん、FUNN の皆さん、JICA の井口さんお世話になり

ました。 

会の皆さんもぜひ、受講されてください。 
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八幡駅から徒歩

10分、皿倉山の

ふもとへ続く

「国際交流ゾー

ン」として、現

代美術センター、

国際村交流セン

ター、九州国際大学などが並ぶ一角に JICA 九州があり、

緑豊かな静かな環境のなかで学ぶことができます。 

 

◆イベント報告 
【さわら地域チャリティひろば】 

～笑顔がいっぱい～     实行委員 千蔵 美穂 

10月21日（日）12時か

ら2時、にのさかクリニ

ック駐車場でバザーを開

催しました。 

今年は、週末になる度に

雤になることが多く、チ

ャリティひろばが实行できるか心配していましたが、絶

好のお天気日和でした。皆さん、「暑い」「日焼けして困

る」とぼやいておられるほどでした。 

バザー会場では、衣類、陶器、日

用品など様々なものを販売しまし

た。全て地域の皆様にご提供いた

だいたものですが、掘り出し物も

おおく、中には、「ひょうたん」

のような変わったものもありまし

た。（ひょうたんは売れました）。 

参加9団体のブースでは、ぜんざいやうどん、手作りの

品物や陶器を販売しました。 

「バングラデシュと手

をつなぐ会」は、パネ

ルでの活動紹介と、民

芸品と紅茶の販売を行

い、訪れた人に、会の

活動を知っていただき

ました。 

お実様は中央の交流ス

ペースでぜんざいや 

うどんを食べながらお

しゃべりしたり、面白

そうにバザー品を眺め

たりされていました。

和気あいあいとした楽しい時間を提供できたと思います。 

春開催と比べ、お実様は尐なかったのですが、売上は、

前回の120,120円を上回る129,326円でした。 

長年チャリテ

ィひろばをし

ているため、

常連実がつい

たことと、売

り子さんの熱

意のおかげだ

と思います。

この売上は、

「バングラデ

シュと手をつ

なぐ会」の活

動と日本ホスピス・在宅ケア研究会に寄付しました。 

 品出しや値つけに苦労していると、参加団体の方が率

先して手伝ってくださり、スムーズに運営することがで

きました。チャリティひろばにお越しいただいたお実様、

ご協力いただいた方ありがとうございました。 

残念なことに实行委員が段々減ってきて苦労しておりま

す。ご興味のある方は、ご連絡をお願い致します。  

 

【世界ホスピス・緩和ケアデー】 二ノ坂 保喜 

〜バングラデシュでも、日本でも〜 

10月の第２土曜日は、「世界ホスピス・緩和ケアデー」

でした。世界中でホスピス・緩和ケアの普及を目指す

人々が各地で様々なイベントを繰り広げ、市民への啓発

活動を行うものです。講演会や研修会などとともに、興

味深いイベントもあります。バングラデシュでは、自転
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能古島にて 

車でパレードをしたり、“Before I Die”（私は死ぬ前

に・・・したい）というボードに自分の希望を書き込む

イベントも行われました。 

そして日本でも

各地で同様のイ

ベントが行われ

ます。にのさか

クリニックでは

この日10月13

日（土）午後か

ら「研究発表会」

が開かれました。 

 

日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会（とかち大会9

月開催予定）が、地震のために2月に延期になったので、

そこでの発表予定だったものから、いくつかを発表して

もらいました。 

にのさかクリニック、小さなたね、よりあいの森、さわ

やか憩いの家など普段から交流のある仲間がそれぞれの

成果を発表し、語り合いました。大会と違い時間制限が

ない分、お互いの意見交流もじっくりできました。 

夕方からは「ホスピスのための演奏会」。今年は九州各

地から、素敵な音楽仲間が集まってくれました。オカリ

ナ、ギター、クラリネット、歌それに三線も。 

さらに昨年に続き日

田の在宅医宮崎さん

からの紙芝居も。最

後の締めはやはり、

「山の音楽家 Shana」

のオカリナとギター。

演奏家も聴衆も、楽

しい時間を過ごしま

した。 

ご協力いただいた皆さん、ありがとうございました。 

 

◆新任理事＆会員紹介 
【新任理事のご挨拶】 山城 重守 

「しまった。」と、現行締め切り日を確

認すること二回。期日は１１月３０日で

したが、なんだか失念しそうなので、今、

原稿に取り掛かりました。 

この度、二ノ坂代表、ラフマン副代表か

ら理事就任のお話をいただき、何度か躊躇いたしました

が、微力ながらお手伝いできることがあればとの思いで

皆様の仲間に入れていただきました、社会福祉法人さる

びあ会、業務執行理事の山城重守と申します。 

現在、筑紫野市において、様々な関係機関のご支援をい

ただきながら、ハンディキャップのある方々の就労支援

や生活支援を行っております。 

手をつなぐ会につきましては、１５年ほど前から存じ上

げており、活動の内容に深く感銘を受けておりました。

また、弊会の活動に対しましては、代表、副代表や平山

理事を通じて大変お世話になっており、心から感謝いた

しております。 

小生、現在は弊会の新規事業の準備に追われ、冒頭に記

した通り、他の仕事の忘れはないかと、日に何度も確認

する毎日を過ごしております。 

末尾になりますが、手をつなぐ会の目的が達成できるよ

う、また、前任の理事の方々の思いをつなぐことができ

るよう、皆様と一緒に取り組んでいきたいと考えており

ます。よろしくお願いします。 

 

【会員自己紹介】 田島 寛 

多くの皆様、初めまして。私は歯科医師

で、特に訪問診療をしております。 

在宅での診療は、通常の通院をして頂く

外来診療とは異なり、対象者はほとんど

高齢者や障害者で、歯や歯茎だけを治し

ても飲食物を咬んだり飲み込むことがで

きないことも多く、全身的な病気の為に、治療に制限が

あることもあります。 

お口は機能的に飲食物を取込んで飲み込むこと、呼吸、

発話によるコミュニケーション等があり、個人や社会に

とって最も重要な体の一部ともいえるものです。 

この為、歯科の訪問診療は飲食の取込み飲込みの支援を

中心に行うものと考えておりますが、まだまだ発展途上

の分野です。 

そこで、様々な

セミナーなどに

参加している内

に、二ノ坂先生

の存在を知り、

真の在宅におけ

る医療の羅針盤

ともいえる活動

をしていると感

じて、二ノ坂先生の様々な活動のほんの尐しに関わらせ

て頂いております。この一つが、バングラデシュと手を

つなぐ会です。 

バングラデシュと手をつなぐ会には、今年３月の料理教

审からイベントに参加させて頂いております。飲食の支

援といえば、これまで歯科的アプローチだけでしたが、

飲食物そのものを作ったり食べたりすることも一つの飲

食の支援となるかもしれません。もちろん、バングラデ

シュの文化に触れたり、関係者との交流を深めることが

できたと思っております。 

また、５月の国際協力フェスティバル

in 能古島では、飲食を通してだけの支

援になってしまいましたが、今後は改

善していきます。 

バングラデシュと手をつなぐ会への参

加は、今までの地域医療から一気に国

際的な支援へのドアを開いたと感じて

おり、私においては新たなステージに

入ったのではないかと思っております。
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教室でのパソコン教育 

实際にバングラデシュに訪問し、歯科的協力をどのよう

にしたら良いのかを考えていきたいです。 

歯科訪問診療では、歯を削ったり抜いたり、かぶせもの

や入れ歯を作ることを機動的に行うこと、食べたり飲み

込んだりの機能の維持回復やお口の衛生状態の改善のた

めに、個人だけで無く地域や社会に対してのアプローチ

ができることが、バングラデシュでの歯科的協力に役立

つものと信じてます。 

歯科的協力と言っても、バングラデシュの文化や民族性

を尊重しながら、まずは、お口や全身の病気の予防を中

心にお手伝いし、むし歯や歯周病の治療は、バングラデ

シュの歯科医師数増加等で対応すべきだと思ってます。 

歯科医師がいなくとも、またあまりお金をかけずに、む

し歯や歯周病を減らしてお口の健康が社会に広がるのは、

歯磨きの習慣化が大切です。 

このように、想像力もしくは創造力のようなものが駆り

立てられ、私の人生の充实感が増してきました。 

テロ事件の恐怖もありますが、最近テロリストから拉致

されていたジャーナリストが解放されたように、尐しテ

ロの恐怖も和らいできているのではないでしょうか。 

バングラデシュと手をつなぐ会のこれからの活動に尐し

でも、お手伝いができたら良いなと思ってます。 

皆様とご一緒に充实した人生を送れることを楽しみにし

ておりますので、宜しくお願いいたします。 

 

【現地で得た出会いと宝】 川内 大和（会員） 

こんにちは。川内大和と申します。 

私とバングラデシュのつながりは、世界

中に約200近くある国々の中から、青年海

外協力隊としてバングラデシュを第一希

望赴任国として JICA にお願いしたことが

きっかけです。 

2014年10月からバングラデシュ現地に赴任して早々、

ホストファミリーにお世話になりました。バングラデシ

ュの料理や文化、言語等を教わり、この家族の考え方や

彼らとの生活が、バングラデシュで2年間を過ごす上で

最も貴重で大切な経験に

なりました。 

青年海外協力隊員として

バングラデシュ省庁「人

事院」での活動の他、日

本の NGO と連携した活動

等もおこないました。 

そのような現地活動を進

めていく中で、長年にわたりバングラデシュで深く現地

に根付いた支援・活動を持続的におこなっている「手を

つなぐ会」を知ることができたのは、私にとって貴重な

出会いになりました。 

バングラデシュでの生

活は、ハルタルやテロ

等の影響もあり、とて

も生活が困難でつらい

時期も多くありました

が、それ以上に「手を

つなぐ会」等の NGO

の方々、現地駐在員や日本大使館、JICA 関係者等と知り

合うことができ、一生分の思い出・宝を得ることができ

ました。そして、現在は地元福岡ということもあり当会

の活動に参加させて頂くことになりました。 

現在は、福岡市内の大学に勤めておりますが、会員とし

て、これからもバングラデシュとの繋がりを持ち、ほん

の尐しでも、日本、バングラデシュの方々に恩返しがで

きればと考えております。 
 

◆理事退任のごあいさつ 
【理事退任にあたって】 牟田 寿 

ブリジストン退職後、佐賀にある日本

語教師養成学校で会の副代表のラフマ

ン先生と知り合ったのがきっかけで会

に参加。 

2011年初めてバングラデシュを訪問

以来、村民のために何か僕にできるこ

とはないかと考え、撮ってきた写真を

整理し、各地で写真展を開催。大きな反響を呼んだ。 

地元（飯塚）でも中にはポンと募金をしてくれる人もあ

り、何か熱いものを感じた。 

写真も自己表現する手段だと気づいた。が、回を重ねる

ごとに尐々飽きてきた。何か他にないかと考え、行き着

いたのが水彩画による自己表現方法。週一作品を目標に

してきた。 

ある程度人に見せられるものができると、欲が出てきて、

個展をしてみたいと思うようになった。2回目の訪問時、

バングラのスケッチを試み、帰国後、すぐさま地元で個

展開催。お陰でこれまた反響を得て、会の基金に尐しで

はあるが協力できた。 

ブリヂストンからも毎年募金協力してくれている。 

4年ほど前に理事を拝命。会の活動から得たものは大き

い。何にもまして人との繋がりが現役時代と比べ格段に

多くなったという点。ボランテイアという無償の行為に

共鳴する人が数多くいるという实感。金銭に代え難い貴

重な財産だ。 

70歳を過ぎ、これまで月一回の理事会出席でも体力的に

限界を感じるようになって、辞退をお願いした。会員か

ら様々なことを教えていただき、感謝感謝です。 

だからと言って会から去るわけではない。会員としてこ

れからも僕でできることは協力していくつもりです。 

これからは地元での活動を優先させ、Community based 

activity として取組んでいきたい。 

ホストファミリーと 
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バザーで資金集め 

九州工業大学で研究生とし

て在籍するバングラ仲間が

出身村に小学校を建てたい

という夢を聞き、それでは

やろう！と提案。先月9月

地元のコスモスコモンでバ

ザーを出店した。 

月１回くらいのペースで活

動する計画。10/18、19は

嘉穂劇場で開催した。この活動の賛同者（物品提供者）

は他でもなく、奇しくも会の活動を通して知り合った仲

間、絵画仲間など。3年間で200万円を集めるのが、さ

しあたっての目標。 

皆様のご協力とご支援をよろしくお願いします。 

 

【理事退任のご挨拶】 小畑 麻乙 

２００９年８月、バングラデシュがど

んな国かをほとんど知らないまま現地

訪問に参加し、当会の活動に参加する

ようになって９年が経ちました。 

写真を撮るのが好きなので、現地では

カメラを持ち歩いています。 

毎年参加するうちに、カラムディ村の

子供たちが青年に成長していきました。

親戚の子に会うような気持ちで、時々

写真を見返しています。お世話になっ

たションダニの方々、出会った人々、すれ違う景色、ど

の写真も笑顔やエネルギーにあふれています。 

「暑いし遠いし疲れるし、仕事のお休みとるの大変だし、

もう行けない！」と毎回帰りの飛行機では思うのですが、

日本に戻り写真を見返すと、村のみんなに・あの風景に

会いたくなって、またバングラデシュに行きたくなって

くるのです。 

そうして現地に行くうちに、現地での出会いや出来事を

日本の会員の方々に伝えたり、現地と話し合われている

大事なことや問題を“私でもわかる（簡単な）内容”で

書き換えていく事が、会の中での私の役割ではないかと

思うようになりました。 

２０１２年度からは理事を拝命しました。助成金の申請

書やチラシ・広報誌づくり、理事会の議事録、研修の企

画や会場準備、ホームページの企画チームに入ったり、

メーリングリストの管理をしたり…仕事でもそれまでや

ったことがない様々な“はじめて”に出会い、先輩や仲

間に教えてもらい、失敗もしながらできる事をやってき

ました。 

自分が得意な事、苦手な事もここで学んだように思いま

す。また年齢も背景も様々な方たちと一緒に行動するこ

とは、私自身の視野を広げてくれました。社会経験も立

場も上の世代の方々が、同じ仲間として議論したり一緒

に動いてくれたり…また学生さんや同世代のメンバーた

ちの新しい価値観や世界を見据えた行動力に感化される

ことも多かったです。 

理事としての仕事で学んだことが、今は私の本業にとて

も役立っています。“支援”とは何かを届ける・手伝う

事だけでなく、自分自身の学びや成長につながるものだ

と实感しています。 

仕事の都合もあり、今回理事を退任しますが、「バング

ラデシュと手をつなぐ会」の理事を経験したことは私の

誇りです。今後はいち会員として一緒に活動していきた

いと思います。これからもどうぞよろしくお願いします。 

 

◆事務局だより 末岡智子・山田英行 

【申請中助成金】(合否結果は来年判明) 

・JICS NGO 支援助成金 160万円 

ションダニ病院の救急車の購入費用 

・読売新聞医療功労賞 100万円 

バングラにおける二ノ坂代表の医療貢献を推薦 

・国際居住年記念賞 300万円 

バングラでの当会の教育・医療・生活向上活動を自薦 

 

【正会員の学割制度】 

手をつなぐ会の課題の一つとして、会員の老齢化と会員

数の減尐があります。それを解決する施策として、若い

年齢層を取込むための学割制度を導入することを10月の

理事会にて決定しました。 

現在、一般正会員の年会費は6000円ですが、就学中の

学生は、半額の3000円とすることに致しました。 

11月に学割適用者が1名、入会しました。 

 

【これからの行事予定】 

・第2回 JICA 集合研修 1月26-27日 

・バングラ料理教审 2月17日 

・第3回 JICA 集合研修 3月2-3日 

・バングラ現地訪問 3月17-28日(参加予定5名) 

・さわらチャリティひろば 4月 

・手をつなぐ会年次定期総会 5月 

・第4回 JICA 集合研修 5月25-26日 

・ミロン144号発行 6月 

 

【新会員】 

松雥幹一、浅野直人、横山亨、久保哲郎、兵頭智子、横

山宏、長島克己、西村芳和、ホッサエン・カビル（学生） 

 

【2018年度上半期の収支内容】（4/1-9/30） 

主な収益 
・正会員会費 173,000円 

・賛助会員会費 218,000円 

・募金 900,048円 

・看護学校募金 2,525,708円 

（内ニコニコ募金 1,490,000円） 

・旅費カンパ 15,000円 

・受取助成金(看護学生招聘事業) 100,000円 

・オカリナ CD 売上 75,000円 

・紅茶、民芸品売上 9,300円 

・能古島イベント売上 89,000円 

・総会交流会参加費 16,000円 

主な支出 

・看護学校支援金 4,935,141円 

・ションダニ病院支援金 1,000,000円 

・管理費557,279円 

収支△1,258,528円 
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募金のご協力ありがとうございました！ 
（2018年5月～2018年11月）敬称略/項丌同 

【ニコニコ募金】 

秋吉美千代、有吉準子、飯野孝子、板本忍、市田嘉昭・敬

子、今池文子、井本剛弘、井本正美、上野久美子、鵜木元

香、江島健治、大木ひろみ、笠松範子、金子貴美代、吉瀬

恭子、鬼頭秀樹、城戸由香里、草場耕二、倉光剛郎、小林

レイ子、坂田幸男、坂本悟、佐々木悠、貞刈暢代、白石信

子、白壁都、杉園項代、鈴木宗世、高橋健一、田島寛、立

場美枝子、田中幸江、手島京純、寺町聡子、徳丸洋子、冨

田則枝、中島勝秀、中牟田健児、中村青史、中村静代、中

村敏子、中山項子、ニノ坂和統、ニノ坂悟志、羽原美佐代、

東島明子、樋口三月子、樋口千惠子、樋田和子、平山公洋、

平山精直、平山征宏、藤村憲一、古川絷子、細野容子、待

鳥タツノ、松尾邦子、松田純子、三坂眞紀子、満岡聡、南

光子、峰松小百合、宮田光子、牟田寿、明泰子、山路英子、

山城裕美、吉松慶子、渡部一也、和田善充、飴山晶、綾部

啓子、伊藤良子、大澤友二、大澤由美子、蒲池純、川島晃、

川内恵美子、栄小知子、佐々木明朗、佐藤仁彦、下村項子、

末岡智子、菅原由美、田口忍、筒井恵子、ニノ坂富士子、

野田景子、平山春美、広瀬昌代、廣田惠津子、松田紀子、

溝上明子、宮柱あや子、森松薫、安波加余子、ラフマンモ

クレスール、和田節子、有吉京子、井上愛子、井上尚子、

遠藤太久郎、大曲美佐子、金丸卙、鐘ヶ江寿美子、河﨑美

幸、川原克信、神戸太郎、古賀カツ子、権藤説子、佐藤真

由美、重橋亨、下村千枝子、瀬木康卙、谷口純子、谷田憲

俊、中尾ナツノ、中野朝恵、原口勝、平山信彦、平山正明、

平山玲是、福間比佐子、藤吉サワ子、松添仁、水野英尚、

碇道子、角多賀子、押野圭子、ニノ坂保喜、末吉ヨシエ、

國光登志子、鐘ヶ江康子、山浦誠、道本实保、佐藤純子、

田村賢二 

 

【看護学校支援募金】 

佐藤純子、片岡美樹、坂口和正、荒木香奈子、原田隆二、

吉田一代、志風美保子、川本久美子、加藤伴親、済生会福

岡総合 HP 看護部、大塚龍子、道谷陽子、八木良子、野田

治子、松本紀衣、岡本三枝子、シーべスト野芥、かも川薬

局田隈店、さわらスイミング、なかよし眼科、徳丸米子、

円光寺五十嵐雄道、山本洋子、森昭子、岡本ツタエ、二ノ

坂クリニック、二ノ坂保喜、さわら地域チャリティひろば

实行委員会、あした葉伊世利子、福岡市保健医療看護部高

齢地域域包括ケア推進課、井上敬子、福岡市城南区保健福

祉センター地域保健福祉課、宮辰建設㈱あゆみの会、垂水

チズ子、野田正治、かけはしの会山田和男、吉柳栄子、原

健太郎・麻由子、熊本在宅ドクターネット、龍秀美、越智

吉郎、林檎、佐田裕一、ラフマン・モクレスール、あじ正

田中ノリ子、なごみの家、中外薬品㈱九州統括支店・福岡

支店福岡新薬二审、八尋礼子、後藤徳子、にのさかクリニ

ック緩和ケアディコンサート、バイエル薬品会社、富士フ

イルムファーマ、八女筑後医師会、久保哲郎、北九州在宅

医療看護塾研修会、ヘアサロン光 

 

 

 

 

 

 

ファミリー和食処笑食、白熊園、西区民生委員・児童委員

研修会、連携审の連携、南原、大江隆仁、矢野、訪問看護

ステーションＯｈａｎａ、西田久子、福岡大学福岡・東ア

ジア・地域共生研究所、福岡市医師会情報企画課、山田栄

香、緑生館専攻看護学科教職員の皆様、グリーンビレッジ

テニスクラブ、はぴね福岡野芥、春風薬局、みやうら事務

所、金宝草薬局進藤英一、手嶋邦知・悢子、石田望、山口

澄子、林田直子、梅田美谷子、福田多美枝 

 

【募金】 

陶山紀美子、吉川八重子、山岡憲夫、福岡プライマリケア

みんなの保健审、杉山良輔、小野幸代、大脇為常、大塚都

美子、杉山潔、久米隆、曽場毛雅宏、藤吉礼子、内田美智

子、財津悠子、平山笑子、村上久子、田島寛、下池正己、

坂口留美子、山﨑麻子、竹尾総子、瀬尾康子、西田真紀、

柴尾静恵、坂口和正、椎葉さよ子、山口龍彦、緒方俊一郎、

菅美枝子、小山田浩定、重橋亨、溝上明子、髙瀬孝二郎、

上野恭子、中川佳子、古賀久伸、中山暁子、穂波の郷クリ

ニック、安中正实、水口和子、岡﨑万寿喜、尹戸真司、瀬

角南、石田陽子、神素子、古賀カツ子、安原幸子、井手喜

怒子、八木良子、徳田英弘、原紀子、江崎好枝 

 

【旅費カンパ】 

山下久代、志岐玲子、出水明 

 

【その他】 

内兼久和子、帯田輝幸、髙橋誠・順賀子 

 

                           

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【募金に添えられたメッセージ】 

❀ミロン「ひとつになる手をつなぐ」を拝読

しました。地道な活動に光陽が射し込んでき

たところでしょうか。 

先生方のご活躍を願っております。 

❀4月に亡くなりました主人も看護学校建設

を応援していました。 

学生さんの来日を報告しました。心ばかりで

すが役立てて下さい。 

❀看護学校（バングラデシュ）に使って下さ

い。 

❀益々のご活躍をお祈り致します。 

etc 

 

お預かりしました募金は、看護学校建設や現地 NGO 等の運営に活用させていただきます。たくさん

のご協力、本当にありがとうございます。心から感謝申し上げます。 
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バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ・ションスタ」とともに、バングラデ

シュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、1989 年から《教育》《保健医療》《生

活向上》の分野で支援活動を行っています。 

① 教育(ジャパニ小学校、奨学金制度、仔牛の奨学金プロジェクト、ションダニスクール) 

② 保健医療（ションダニ病院、看護学校、巡回健診、サテライトクリニック） 

③ 生活向上（子牛貸出制度、足踏みミシンの職業訓練、インフォメーションセンター） 

●現地（バングラデシュ）での活動  

 事業内容  

  

  

●国内での活動  
① 総会（毎年 5月）、理事会（毎月 1回）よる活動方針の決定や運営 

② 会報誌『ミロン』を年 2回、6月・12 月に発行 

③ 現地訪問の実施、報告会実施、報告書作成 

④ バングラ料理教室、チャリティバザー、チャリティコンサートなどの開催 

⑤ 出張講座や各種イベントでのブース出展などにより、活動紹介 

⑥ 看護学校建設プロジェクト 

〒 814-0002 福岡市早良区西新 5-4-20 

☎ /Fax  092-844-1369 

https : / / tewotunagukai . com  

h t t p s : / / w w w. f a c e b o o k . c o m / t e w o t u n a g u k a i /  

手をつなぐ会の活動全体の支援 

ゆうちょ銀行 01720-2-10442 

特定非営利活動法人  

バングラデシュと手をつなぐ会  

 

〒 814-0171 福岡市早良区野芥 4-19-34 

にのさかクリニック  ☎ 092-872-1136 

http: / /bangla -nts . j imdo. com 

看護学校建設プロジェクト支援 

ゆうちょ銀行 01760-5-142322 

バングラデシュと手をつなぐ会看護学校  

牟田さん、小畑さんが理事を退任！？ 

困った、どうしよう。ミロン広報誌を彩ってくれていた牟

田さんが描くカラムディ村の水彩画、小畑さんのプロ並

みの写真、なくてはならない素材だったのに。 

でも、ご両人とも会のお手伝いを今後も快く引受けてく

れるそうで、ありがたい。 

これまで、当会のためにご尽力していただき、ありがとう

ございました！m(_ _)m 

会 報 名 

 

 

発行責任者 

 

表紙・監修 

編集実務担当 

校 正 担 当 

Milon 

 

看護学校建設プロジェクト特設事務局  

特定非営利活動法人バングラデシュと手をつなぐ会  

西新事務所 

ミロン 143 号 2018 年 12 月発行 

※「ミロン」は、ひとつになる、手を

つなぐという意味のベンガル語です。 

二ノ坂 保喜 

(バングラデシュと手をつなぐ会 代表)  

小畑 麻乙 

山田 英行 

河村 富美子 

編集後記  


